
　最近３ヵ年の図書館利用状況についてお知らせいたします。 
　本学図書館では、利用者サービスの向上を目標に、閲覧業務（図書館資料の貸出、返却等）や参考業務（ﾚﾌｧﾚﾝｽ、学術情報検索、他の図書館との学術文献
複写相互利用等）に重点を置いて進めており、このことは下記グラフによって示されています。また、国立情報学研究所が提供するNACSIS-CAT2（新
CAT）の利用環境構築に向け準備中です。 
　AVコーナーでの視聴覚資料の利用者数も増加が著しく、DVDなどデジタル資料や二カ国語教材などに対応した利用環境の充実を今後もめざして
いきます。 

1.学生の総入館者数の推移 

3.学生のAVコーナー利用者総数の推移 

2.学生への総貸出冊数の推移 

4.文献複写依頼数の推移 

栄養学英和辞典 
久木野憲司監修・編集代表 

エミリーへの手紙 
キャムロン・ライト著 

【図書館の地域開放について】 
　本年夏季8月の1ヶ月間、福岡市及び近郊の高校生へ学習の場
として図書館を開放することになりました。また、同8月以降、大
学付属幼稚園園児の保護者の皆様にも入館、ご利用いただける様
になりました。地域開放につきましては詳細をホームページにも
掲載しておりますのでご参照ください。 

図書館だより 

　エミリーは無口なおじいちゃんが大好きだった。そ
んなおじいちゃんが死んだ。一冊の詩集を残して。詩の
一つ一つには謎があった。エミリーへの手紙を開封す
るためのパスワードが隠されていたのだ。頑固なひと
りの老人が、残していく者たちに伝えたかった人生の
真実とはいったい何なのか？　感動の波が押し寄せる。 

　日々の出来事から四季折々の話題までを心のキャ
ンバスに描き出す名コラム。 
　就職試験にも頻出。社会人の実力養成にも最適。 

新 着 情 報  
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天声人語（和英対照） 
朝日新聞 
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入館者数は年間の延べ人数です。この3年は年間10万人前後で推移しています。 増加の傾向にあり、栄養系の学生貸出が最も多いようです。 

AVソフトの収蔵を拡充しており、平成13年度は2年前のほぼ2倍に急増。 ここ数年は年間500～600件程度の学外依頼があります。 

高校生
の 

みなさ
んへ 図書館開放のお知らせ 
広くて静かなスペースで集中してみませんか？ 

開放期間 8月1日（木）～8月30日（金） 
休館日：日曜日、第2・4土曜日 
　　　  8月12日（月）～15日（木） 

開館時間 月～金…9：30～17：00 
　　土…9：30～13：00

●制服着用 ●生徒手帳持参 
※駐輪場、喫茶室（食堂）あり 
※TEL. 092-851-2573 
　ホームページ http://www.nakamura-u.ac.jp/

　栄養学領域における必要性の高まりに応えて刊
行されたわが国初の英和辞典である。解説はでき
るだけ平易にし、初学者にも利用しやすい。 
　実際の英語書籍に頻出する用語を厳選し、臨床
の場でも使えるように臨床用語を多く掲載した。 
　発音は発音記号とともに、できる限り忠実に、わ
かりやすいカタカナ表記で併記している。さらに、
日本語から逆引きできる「和英の部」を設けている。 




